
この広報誌は、皆さまからの社協会費で発行しています。

社会福祉法人

〒441-3422 田原市赤石二丁目２番地（田原福祉センター内）
TEL 0531-23-0610　FAX 0531-23-3970
E-mail▶info@tahara-shakyo.or.jp
URL▶http://tahara-shakyo.or.jp

田原市社会福祉協議会

野田小学校では、1993 年から児童会を中心に、地域の方にもご協力をいただき、アルミ缶の回収
を行っています。その収益金で社会福祉協議会に車椅子や高齢者疑似体験セット等の福祉機器を
寄贈していただいています。

田原市社会福祉協議会
第130号
令和7年5月

令和7年度は
5月・8月・11月・2月発行

野田小学校児童会様から

車椅子を寄贈していただきました
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要約筆記サークル

みみ友たはら

お詫びと訂正

夕陽が丘自治会
夕陽が浜自治会

日　時

誤
正

　たはら社協だより令和７年３月第
129号「令和６年度赤い羽根共同募
金実績報告」におきまして、掲載内
容に誤りがありました。
　正しくは以下のとおりです。お詫
びして訂正いたします。

7月13日（日）　13時～16時　※求職者受付は15時45分まで

場　所 ホテルアークリッシュ豊橋（豊橋市駅前大通1-55）

対　象 福祉・介護の仕事に就職希望の方及び関心のある方

内　容 求人事業所との直接面談や就職相談等（約40法人参加予定）　

その他 入場料無料で随時入退場可能

最新の情報については豊橋市社会福祉協議会のホームページ
（http://www.toyohashi-shakyo.or.jp/）にてご確認ください。
問合せ　豊橋市社会福祉協議会 豊橋市福祉人材バンク（TEL0532-52-1111）
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ボランティア、はじめてみませんか
まずは、養成講座を受講してみよう！
ボランティア、はじめてみませんか
まずは、養成講座を受講してみよう！
手話講座 点字入門講座

　聞こえに障害がある人は、人の話し声や生活の音が聞こえませ
ん。「手話」を学び、障害がある方と手話で会話を楽しみませんか。

　点字は、200 年前のフランスで始まった目の見えない方が読み
書きできる文字です。６つの点の組み合わせで点字は作られてい
ます。その点を指先で触って「読む」ことができます。
　点字に少しでも興味のある方、大歓迎です。

TEL23-0610又は各講座の二次元コードからGoogleフォームにて申込みください。講座申込み

７月15日、22日、29日
８月５日、19日、26日（すべて火曜日）
10時～ 11時 30分

６月 11日（水）、18日（水）、25日 （水）
13時 30分～ 15時 30分
田原福祉センター　1階ボランティアルーム
どなたでも
視覚障害者団体「さくらんぼ 　」
10名程度
無料
６月 6日（金）

田原福祉センター　１階ボランティアルーム
小学生以上
手話サークルとまと
10名程度
200円
７月４日（金）

防災ボランティアコーディネーター養成講座 要約筆記体験講座
　防災ボランティアコーディネーターは、災害時、支援を必要と
している被災者とボランティアをつなぐ、かけ橋の役割を担いま
す。かけ橋となるコーディネーターの数が多いほど、市内で多く
の支援を行うことができます。どなたでも、ぜひご参加ください。

　体験をとおして、要約筆記の必要性や難聴の種類について学び
ます。難聴者とのコミュニケーションのためのホワイト ボードづ
くり、難聴についての話し合いや理解を深めるための難聴者の体
験動画の視聴などを行います。

①７月 26日（土）　②８月 17日（日）
10時～ 16時 30分
①田原福祉センター　３階大会議室
②渥美文化会館　2階大会議室、小会議室
いずれか１日参加できる方
豊川防災ボランティアコーディネーターの会他
各日 30名
筆記用具、昼食
無料
　７月 18日（金）

6月 21日（土）、28日（土） 
13 時 30分～ 15時 30分
田原福祉センター　1階ボランティアルーム
どなたでも
要約筆記サークル「みみ友たはら」（旧 OHPたはら）
10名程度　　　　　　無料
　６月 13日（金）

田原市社会福祉協議会では、福祉の向上に向けてさまざまな活動を行っています。

お米の寄付をお願いします
　田原市社会福祉協議会ではフードバンク活動を実施し、生活にお困りの方に食品提供をして
いますが、米価高騰によりお米が常時不足しています。
　家庭や企業で使い切れない古米などがありましたら、ぜひ寄付をお願いします。
　賞味期限が 1か月以上ある缶詰、レトルト等の寄付も受け付けています。

令和7年度 事業と予算
◉基本方針

予算額合計

予算額合計

498,119 

498,119 

支出（単位：千円）

収入（単位：千円）

　現在の私たちを取り巻く環境においては、少子高齢化の進行、家族や地
域社会の「つながり」の希薄化、経済格差に伴う貧困問題など、さまざま
な問題が生じています。また、コロナ禍により顕在化した生活困窮状態の
深刻化、社会的孤立の拡大といった福祉課題に対しても、継続的な対応が
求められています。
　田原市社会福祉協議会では、地域に暮らす高齢者や障害者をはじめ全て
の市民が一人の人間として尊重され、お互いに理解しあい、共に支えあい
ながら、住み慣れた地域で安心して暮らせる地域共生社会の実現に向けて、
地域や関係機関との協働による事業展開を図ります。

◆介護保険収入及び障害福祉サービス等収入
介護保険事業及び障害福祉関連事業のサービス提供に対する利用
料収入
◆補助金・受託金
福祉事業を実施するため、市などから受け入れる補助金、受託金
収入
◆福祉サービス事業収入
福祉車両運行サービス、配食サービスなどの利用料収入
◆会費・寄付金
市民や事業所の皆さまから、福祉事業推進の財源としてご協力い
ただく収入

居宅介護等事業
（訪問介護、居宅介護支援等）
107,605（21.6%）

障害福祉事業
（生活介護、就労移行支援等）
91,714（18.4%）

地域福祉事業
（ボランティアセンター運営、
生活困窮者自立支援等）
78,310（15.7%）

その他
（前年度繰越金、
積立資産取崩収入等）
84,705（17.0%）

法人運営事業
96,388（19.4%）

受託金
176,966（35.5%）

補助金
56,125（11.3%）

介護保険収入及び
障害福祉サービス等収入
165,813（33.3%）

福祉サービス
事業収入
9,554（1.9%）

会費、寄付金
4,956（1.0%）

施設管理運営事業
55,239（11.1%）

地域包括支援
センター事業
51,207（10.3%）

成年後見
センター事業
17,656（3.5%）

▲社協会費ページ
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　田原市社会福祉協議会では、多くの方のご支援とご協力をいただき、地
域に密着した住民福祉「お互いが助けあう明るい住みよいまちづくり」の
推進を図っています。
　事業の運営は、会員の皆さまからの社協会費や寄付金、市からの補助金
などを財源に実施しています。
　皆さまには、本会の活動にご賛同いただき、会員への加入をお願いします。
　社協会費は、高齢者をはじめ地域の誰でも気軽に立ち寄って交流できる
サロン活動の支援や、福祉バスによる外出支援等、地域福祉を進める上で
の大切な財源として活用いたします。

※会員募集は、田原福祉センター、赤羽根福祉センター、あつみライフランドの
　それぞれの社会福祉協議会の窓口で年間を通して行っています。
　（平日の８時 30 分～ 17 時 15 分）

会員の区分 年会費

一般会員（個人） １口　１,０００円以上

特別会員
（法人、自治会、団体等） １口　２,０００円以上

昨年度 会員数　５９３件
会費額　３０１万４,０７２円
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　法律的な相談や生活上の悩みごと相談に、弁護士や相談員が
応じます。
●田原市民の方が対象となります。
●開催日の 2カ月前から予約できます。
●同一内容でのご相談は原則 1回限りです。

心配ごと
相談

ご寄付
ありがとうございます
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地域の集いの場を紹介します！

場所・時間 日にち 相談員

田原会場（田原福祉センター）
⚫時間：13時～16時（1回30分）
⚫予約申込：TEL23-0610（平日のみ）

5月7日（水）、21日（水） 弁護士と専門相談員
（司法書士、土地家屋調査士、民生委
員、人権擁護委員、行政相談委員、社会
保険労務士、家庭相談員、母子・父子自
立支援員のいずれか）
※木曜日は弁護士のみ

6月4日（水）、18日（水）、
26日（木）※

7月2日（水）、16日（水）

8月6日（水）、20日（水）、
28日（木）※

渥美会場（渥美ライフランド）
⚫時間：13時30分～16時（1回30分）
⚫予約申込：TEL33-0279（平日のみ）

5月13日（火）
弁護士と専門相談員

（民生委員、人権擁護委員、行政相談委
員、家庭相談員、母子・父子自立支援員
のいずれか）

6月3日（火）

7月1日（火）

8月5日（火）

赤羽根会場（赤羽根福祉センター）
⚫時間：13時～16時（1回30分）
⚫予約申込：TEL23-0610（平日のみ）

6月11日（水）
行政相談委員

8月13日（水）
相談員は開催日により異なりますので、ホームページにてご確認ください。

社　協社　協    サロン

　田原市社会福祉協議会では、「仲間づくり」、「出会いの場づくり」を目的に、地
域の皆さんが気軽に集まり交流できるサロンを開催しています。会場は身近な公
民館や市民館で、手芸や脳トレ、おしゃべりをしています。

見学もできますので、お気軽にお問合せください。
サロン問合せ：田原市社会福祉協議会　 TEL23-0610

閉じこもり予防教室閉じこもり予防教室    のご案内

～仲間と一緒に楽しく過ごしませんか～
　おおむね65歳以上の方を対象に、閉じこもり予防、健康維持を目的として、各市
民館等で開催しています。脳トレやレクリエーション、季節の行事、作品作り、地域
との交流等を取り入れ、楽しく過ごしています。
　閉じこもり予防教室は田原市社会福祉協議会以外にあつみの郷、田原福寿園、渥
美福寿園の各事業所が、それぞれの特色を活かして運営しています。

閉じこもり予防教室問合せ ：	田原市社会福祉協議会（赤羽根地域課高齢者支援係）
	 TEL090-6585-5530

　市内には地域の方が主体となって行っている自主グループ
のサロンがあります。体操をして体を動かすグループ、手芸を
楽しむグループ、お茶を飲みながらおしゃべりをするグルー
プなど内容は様々です。高齢の方を中心にどなたでも参加で
きます。

▲サロン・閉じこもり
　予防教室

▲心配ごと相談ページ

自主運営  自主運営  サロン

「サロン活動に興味があるけど自分に
何ができるかな」、「自分の空いた時
間ならお手伝いできるよ」という方
も募集しています。

寄付金
・	たはらふれあい食堂 様
・	衣笠校区見守隊 様
・	ふるさとことば研究会 様
・	(特非）渥美半島ハイキングクラブ 様

寄贈品
・	田原市立野田小学校児童会 様
	 …………………………車椅子

食品
・	伊良湖オーシャンリゾート 様
・	豊橋信用金庫田原支店 様
・	㈱セブン - イレブン・ジャパン 様
・	アシストハートネットワーク海野 様
・	大日庵総代 様
・	中島利彰 様
・匿名（個人19件、企業1件）


